
 終了式の最後には、五日市物語の中で萩原タケ役として出演し、現在は

一人語りなどの活動をされている杉野明美さんに、宮澤賢治の『虔十（け

んじゅう）公園林』を朗読していただきました。この物語は人間の時間を

越えて自然を見つめるきっかけになるような物語だと思います。 

 朗読を終えた明美さんの言葉は「君たちの未来を期待しています！」 
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第３期コレンジャーおしまいのはじまり 

２０年後を想像する森づくり 

３月イノシシに荒らされず無事でした 4月カエルが鳴き卵も産んでいました！ 

看板のおかげで卵は
守られています！ 
（４月１４日撮影） 

 ２月の大雪の影響で森づくり活動は３月２３日に行いま

した。朝トウキョウサンショウウオのためにひなこが作っ

てくれた看板を設置したことをみんなに報告しました。 

 

 

 

 

 

 

「君たちが前回やったビオトープは近い未来のためにやっ

たこと。だけど今日は１０年後２０年後を想像しながら森

づくりをします。」隊長のこの一言で今日の活動に意識が

集中しました。準備を整え、いざ森へ出発！細い作業道を

しばらく歩くと後どれくらい？とコレンジャーが聞きます。

「今日やることは何だろう？野生動物のための環境づくり

だよね。けものが森で暮らすことができれば人の生活に被

害も与えない。だからできるだけ人の生活域から離れた場

所に植樹する必要があるんだよ。」そんな話をしながら、

目的の場所まで１年間育てた木を持って歩きました。 

 到着後は早速隊長に木のきり方を教わりながら、自分た

ちの力で木をきり倒し、植樹場所を作り、２０年後の森と

自分を想像しながら木を植えました。 

 木が実をつける時、リスやネズミが実を食べる時、貯食

する時、そのどんぐりが新しい芽を出す時、自分たちが植

えた木が大きくなって森に暮らす生物の隠れ場所になる時、

私の命が終わってもその木が死んでしまっても陽が入った

場所にその子孫が芽を出す時…かせちゃんの想像は終わり

のない森につながりました。みんなはどんな想像をしてい

たのだろう？ 

 「木をきることの大変さ、危険さがわかった」「木が倒

れた時地面が揺れた」「木をきるために下地が必要だとわ

かった」「間伐は大事だけど日陰も大事」「きった木を利

用したい」「植えた木がどうなっていくのか楽しみ」「何

十年後のために、色々なことをやるんだなと思った」とい

うコレンジャーの感想には、本やインターネットでは学べ

ない大切なことで溢れていました。森のつながりを知った

１年、そしてそのつながりに仲間入りしたコレンジャーそ

れぞれの未来が“自然と共に”あることを願って。 

１年間共に活動してくれてありがとう！   （かせ） 
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 3月９日の終了式の活動では１月にみんなで力を合わせて整備したビオトープを確認しに行きました。その途中に
ある今にも壊れそうなボロボロの橋を補強しました。このルートはレンジャーが市内小学生の体験学習で利用してい
ます。コレンジャーのおかげで、来年度も安全に君たち後輩の体験を実施することができますよ。ありがとう！ 




